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8
月
に
広
島
市
で
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
土
砂
災
害
を
は
じ

め
、
全
国
各
地
で
集
中
豪
雨
に
よ

る
被
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
県

で
は
、
こ
う
し
た
土
砂
災
害
へ
の

備
え
を
は
じ
め
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ

対
策
な
ど
、県
民
生
活
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今年8月には羽咋市で土
砂災害が発生。大きな被
害をもたらしました

よ
り
安
全・
安
心
に

暮
ら
せ
る
石
川
へ

よ
り
安
全・
安
心
に

暮
ら
せ
る
石
川
へ

浸水被害時（写真上）と土砂埋没時（写真下）を想定した
車からの救出訓練の様子
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■シリーズ  

県産品のある風景

加能ガニと香箱ガニ

表紙について

石川の誇る冬の味覚の王者といえば、
ズワイガニです。大ぶりな雄の「加能ガ
ニ」、内

う ち こ

子や外
そ と こ

子なども美味な「香箱ガ
ニ」と、どちらもふるさとが世界に誇
る県産品。今月6日の解禁日を待ち望
んでいた方も多いのではないでしょう
か。加能ガニと香箱ガニに負けず劣ら
ず、県民の期待が膨らんでいるのが、“北
陸新幹線”です。解禁日ならぬ開業日
は 3月14日に決定。その記事は10
ページのTOPICS1で紹介しています。

表紙イラスト制作／丸口洋平（金沢市出身）
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集中豪雨はなぜ発生し、どん
な災害をもたらすのか。

金沢地方気象台の村井雅浩さ
んに伺いました。

集中豪雨の発生には積乱雲が深くかかわっています。積乱雲は、温かく湿
った空気が山などにぶつかって上昇し、冷やされてできる高さ10数キロ

にも達する巨大な雲です。雷雲とも呼ばれ、非常
に激しい局地的大雨となりますが、積乱雲はすぐ
に弱まり、通常は１時間もたたずに雨は収まりま
す。ところが、気圧配置や地形によっては、新し
い積乱雲が次々に生まれ、さらに発達して、数時
間にわたって数百ミリに達する雨が降り続きま
す。これが「集中豪雨」です。

その通りです。気象庁では、大雨、洪水、高潮などに関して、災害が予想される
場合は「注意報」、人命や財産にかかわるような重大な災害が予想される場

合は「警報」を発表し、避難などを呼びかけます。さらに、警報発表時に著しい災害が
予想されると「特別警報」を出し、命を守る行動をとるよう呼びかけています。警報な
どは、この後予想される危険を予測し、発表するものです。現時点で大雨が降っていな
いからと言って安心せず、安全な場所へ余裕を持って避難してください。集中豪雨が
発生してからでは、行動できないことも多いのです。

温暖化などが要因となって、集中豪雨が増えているという指摘があり
ます。実際、1976年から2013年までの全国のアメダスの観測による
と、年間に記録した1時間降水量50ミリ以上の回数は、増加傾向にあ
ります。

「集中豪雨」はなぜ発生するのですか。

近年の発生状況は
どうなっていますか。

災害が予想される場合は、気象庁の
情報を確認することが重要ですね。

A.

A.

A.

Q.

Q.

Q.

激しい雨が続くとどんな
災害が予想されますか。
大雨で地盤がゆるむと土砂災害が発生しやすくなりま
す。これには、山や谷が崩れ、水とともに一気に下流に

流れる「土石流」、斜面が崩れ落ちる「がけ崩れ」、地下に浸透
した水が粘土や岩盤などの層の上にとどまって上層をゆっくり
滑り落とす「地すべり」の３つがあります。このほかに河川が氾

はんらん

濫
したり、道路に水がたまったりするなど、浸水被害も発生します。
土石流や河川の氾濫は、上流に降った雨の影響で起きるので、
下流域の降水量が少なくても油断できません。

A.

Q.

集
中
豪
雨
に
対
す
る
Ｑ
＆
Ａ

深
刻
な
被
害
を
招
く
土
砂
災
害

気
象
庁
の
情
報
を
目
安
に
避
難
を

村
む ら い
井雅

ま さ ひ ろ
浩さん

金沢地方気象台
土砂災害気象官

がけ崩れ

土石流

 地すべり

特集：より安全・安心に暮らせる石川へ
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
製
を
後
押
し

　

集
中
豪
雨
で
怖
い
の
は
、
ぬ
か

る
ん
だ
地
面
で
発
生
す
る
土
石
流

や
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
で

す
。
県
で
は
、
土
砂
災
害
か
ら
県

民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、そ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
、

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域（
5
ペ
ー
ジ

に
解
説
）」の
指
定
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
警
戒
区
域
は
、
そ
の
土

地
の
形
状
な
ど
を
ふ

ま
え
、
早
期
に
避
難

す
べ
き
箇
所
を
定
め

る
も
の
で
、
土
石
流

や
が
け
崩
れ
、
地
す

べ
り
が
起
き
や
す
い

危
険
箇
所
４
２
６
３

カ
所
に
つ
い
て
、
平

成
18
年
度
か
ら
指
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
３
９

４
２
カ
所
で
警
戒
区

域
を
指
定
し
、
指
定

率
は
92
・
５
％（
全
国

平
均
67
・
１
％
）。
土

砂
災
害
で
は
、
早
期

避
難
が
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
住
民
へ
の
危
険
の
周
知
と

警
戒
避
難
体
制
を
構
築
す
る
た
め

指
定
が
急
が
れ
る
こ
と
か
ら
、予
定

を
１
年
前
倒
し
し
て
、
今
年
度
末

ま
で
の
指
定
完
了
を
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
も
と
に
、

市
町
に
よ
る
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
5
ペ
ー
ジ
に
解
説
）
の
作

製
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

被
災
箇
所
を

中
心
に
整
備

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
で

は
、
土
砂
災
害
を
食
い
止
め
る
た

め
の
ハ
ー
ド
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
県
で
は
、
万
一
の
際
に

備
え
、
過
去
に
土
石
流
が
発
生
し

た
な
ど
の
被
災
箇
所
を
中
心
に
、

砂
防
堰え

ん
て
い堤

（
5
ペ
ー
ジ
に
解
説
）

を
新
設
し
た
り
、
堰
堤
に
た
ま
っ

た
土
砂
を
除
去
し
た
り
、
崩
壊
し

た
箇
所
で
さ
ら
に
が
け
崩
れ
が
起

き
な
い
よ
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
を

造
っ
た
り
す
る
な
ど
の
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
の

安
全
確
保
も
実
施

　

高
齢
者
や
入
院
患
者
な
ど
、
速

や
か
な
避
難
が
難
し
い
”災
害
時

要
援
護
者
“
と
言
わ
れ
る
方
々
の

安
全
確
保
も
優
先
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
福
祉
施
設
や
病
院
、

保
育
所
な
ど
災
害
時
要
援
護
者
関

連
施
設
周
辺
か
ら
重
点
的
な
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
に
は
災
害
時
要
援

護
者
関
連
施
設
の
周
辺
に
危
険
箇

所
が
99
カ
所
あ
り
、
土
石
流
や
が

け
崩
れ
な
ど
へ
の
対
策
工
事
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
末
に
47
カ
所
の

整
備
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
土
砂
災
害
で
大
き
な

被
害
が
予
想
さ
れ
る
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
14
カ
所
す
べ
て
に
つ

い
て
、
整
備
が
完
了
す
る
見
通
し

で
す
。

新
た
に
土
砂
災
害

対
策
連
絡
会
を
設
置

　

こ
う
し
た
ハ
ー
ド
対
策
に
加
え

て
、
土
砂
災
害
で
は
早
期
に
避
難

誘
導
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
も

極
め
て
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
住

民
の
防
災
意
識
の
向
上
や
迅
速
な

避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
市
町
の
対

集中豪雨
対策

土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

今
年
度
末
ま
で
に
県
内
全
域
で
指
定

がけ崩れを防ぐためにコンクリート壁を設置（穴水町）

避難場所などの情報が盛り込まれた土砂災害ハザードマップ（金沢市田上地区）

4

【土砂災害警戒区域】

【土砂災害ハザードマップ】

【砂防堰堤】

土砂災害のおそれがある警戒区域（イエ
ローゾーン）と建物が損壊するなどさらに
危険な特別警戒区域（レッドゾーン）があ
ります。土砂災害防止法に基づき、県が
指定するもので、指定されると市町はハ
ザードマップ配布などにより避難体制を
整備しなければなりません。レッドゾーン
では、宅地造成や学
校、病院の建設
の際は県の許
可が必要
となりま
す。

ハザードマップとは、災害や被害の及ぶ
範囲を地図上に記したものです。避難
場所や緊急連絡先などの情報が記載さ
れ、避難の際に利用します。土砂災害の
場合、土砂災害警戒区域の指定が完了
したエリアから市町で作製され、対象地
域の住民に配布されます。多くの市町で
は、ホームページでも公開しています。一
度、ご覧ください。

砂防堰堤とは、川の土や砂をためるダム
のことをいいます。水をためるダムと違い
土石流を受け止めたり、川の流れをゆる

やかにし、谷
沿いの崩壊
を防いだりす
るなどの効果
があります。

急傾斜地急傾斜地

警戒
区域

警戒
区域

特別
警戒
区域

特別
警戒
区域

矢
や の
野 励

つとむ
さん

県土木部
砂 防 課

策
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
国
や

県
、市
町
、学
識
経
験
者
、住
民
代

表
な
ど
で
組
織
す
る
「
土
砂
災
害

対
策
連
絡
会
」
を
10
月
に
設
置
し

ま
し
た
。
今
後
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
き
ま
す
。

多
彩
な
情
報
を
発
信

避
難
の
目
安
に

　

災
害
時
は
、
避
難
の
遅
れ
が

命
の
危
険
に
つ
な
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。
県
で
は
、い
ち
早
い
行
動

を
う
な
が
す
た
め
、
金
沢
地
方

気
象
台
と
共
同
で
「
土
砂
災
害

警
戒
情
報
」
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、大

雨
警
報
が
出
さ
れ
て
い
る
中
で

土
砂
災
害
の
危
険
が
高
ま
っ
た

場
合
、
市
町
単
位
で
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、
町
内
放
送
な
ど
を
通

し
て
伝
え
る
防
災
情
報
で
す
。

こ
れ
を
も
と
に
、
市
町
で
は
、
該

当
す
る
地
区
に
対
し
、
避
難
を
勧

め
る「
避
難
勧
告
」、
強
く
避
難
を

求
め
る
「
避
難
指
示
」
を
発
表
し

ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
土
砂
災
害
の
お
そ
れ

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｏ
ア
イ
」
も
公
開
。
Ｓ
Ａ
Ｂ

Ｏ
ア
イ
で
は
、
降
水
量
か
ら
計

算
し
て
地
図
上
に
土
砂
災
害

発
生
の
危
険
度
を
色
分
け
し

て
表
示
し
、
１
、２
、３
時
間
後

の
予
測
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
携
帯
電
話
に
危
険
度
を

メ
ー
ル
で
通
知
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

高齢者など素早い避難の難しい要援護者の訓練の様子

● 問い合わせ 県砂防課  TEL 076（225）1751

土砂災害発生危険レベル（レベル３）

土砂災害発生特別警戒レベル（レベル2）

土砂災害発生警戒レベル（レベル1）

注意

平常

凡  例

◀  危険度が随時更新される
「SABOアイ」ホームページ
　 sabo.pref.ishikawa.jp
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記
録
的
豪
雨
で
も

浸
水
被
害
が
ゼ
ロ
に

　

土
砂
災
害
と
と
も
に
、
集
中

豪
雨
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
河
川
の
氾
濫
で

す
。
２
３
０
０
棟
を
超
え
る
建

物
に
被
害
が
及
ん
だ
平
成
20
年

の
浅
野
川
水
害
な
ど
、
県
内
で

も
大
雨
に
よ
っ
て
多
く
の
浸
水

被
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
で
は
、
浸
水
被

害
が
多
発
し
て

い
る
河
川
な
ど

を
重
点
的
に
、

抜
本
的
な
改
修

を
進
め
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、金

沢
市
内
で
は
犀

川
と
浅
野
川
の

一
体
的
な
治
水

対
策
を
促
進
し

て
い
ま
す
。
辰

巳
ダ
ム
の
完
成

や
犀
川
下
流
域

の
改
修
に
伴
っ

て
、
２
つ
の
河

川
を
結
ぶ
放
水

路
の
放
流
量
の

制
限
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
、
河
川
の
安
全
度
が
大
幅
に

向
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
粟
津
川（
小
松
市
）で

は
24
年
３
月
に
増
水
時
に
川
の

流
れ
を
う
回
さ
せ
る
放
水
路

が
、
熊
木
川（
七
尾
市
）
で
は
25

年
３
月
に
護
岸
の
高
さ
を
上

げ
、
川
底
を
掘
り
下
げ
て
河
川

を
流
れ
る
水
の
量
を
増
や
す
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。
25
年
の

梅
雨
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
観
測
史
上
最
大
を
記
録
す
る

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
際
も
、
浸

水
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

大
き
な
効
果
が
表
れ
て
い
ま

す
。梅

雨
前
に
集
中
し
て

即
効
性
の
あ
る

工
事
を
実
施

　

県
で
は
、
近
年
の
頻
発
す
る

集
中
豪
雨
に
対
応
す
る
た
め
、

効
果
が
高
い
半
面
、工
事
完
了

ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る
河
川

改
修
と
並
行
し
、
即
効
性
の
あ

る
河
川
の
堆
積
土
砂
の
除
去
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
川
の

流
れ
が
ゆ
る
い
場
所
は
、
上
流

か
ら
流
れ
て
く
る
土
砂
が
た
ま

り
や
す
く
、
大
雨
に
よ
る
氾
濫

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
ま
っ
た
土
砂

を
除
去
す
る
こ
と
で
、
河
川
の

水
の
流
れ
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
除
去

工
事
を
梅
雨
入
り
前
に
集
中
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
か
い
も
あ
り
、
今
年
度

発
生
し
た
集
中
豪
雨
に
際
し
て

も
、
除
去
工
事
を
行
っ
た
河
川

で
は
、氾
濫
す
る
こ
と
な
く
、浸

水
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

河
川
改
修
の
よ
う
な
抜
本
的

な
対
策
と
堆
積
土
砂
除
去
の
よ

う
な
即
効
性
の
あ
る
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
、
今
後
も
治
水
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

河
川
改
修
と
堆
積
土
砂
の
除
去
を

車
の
両
輪
に
治
水
対
策
を
展
開

● 問い合わせ 県河川課  TEL 076（225）1737

河川の幅を広げることにより安全度が向上（写真は金沢市の犀川下流域）

集中豪雨
対策

 改修後

 除去前

 除去後

 改修前

堆積土砂を除去し、河川の水の流れを確保（写真は小松市の八丁川）

6

特集：より安全・安心に暮らせる石川へ

災害危機管理アドバイザーに聞く

室
む ろ さ き
﨑 益

よ し て る
輝さん

空振りでもいい。
異変を感じたらすぐ行動
いつどこで見舞われるか分からないのが、自然災害です。
県の災害危機管理アドバイザーで、神戸大学名誉教授の
室﨑益輝先生に命を守るために大切なことを聞きました。

　土砂災害を引き起こすことの多い局地的な大雨は
気象衛星でもとらえられず、発生の予測が難しいも
のです。また、引き起こされた土石流やがけ崩れなど
は瞬間的に人家に押し寄せ、逃げるまでの時間がほ
とんどありません。そのため、到着までの時間がある
程度予測できる津波などと異なり、気づいたときに
は土砂に体が埋もれてしまっていることも考えられる
のです。
　被害を防ぐには、砂防堰堤の建設や森林保全と
いった行政の役割とともに、私たち一人ひとりの日ご
ろからの備えがとても大切です。まずは、皆さんが住
んでいる地域の危険性をしっかりと確認してくださ
い。そして、避難場所と自宅からそこまでの経路を確
認し、実際に歩いてみることも大切です。昼間と夜間

では、適切な行動が変わることもあります。この点も
想定し、家族で事前に話し合うことが防災意識の向
上につながります。
　実際に集中豪雨が発生した際は、決して待ちの姿
勢ではなく、進んで情報を集めましょう。そして、山鳴
りがしたり、川の水がにごったりするなどの前兆現象
に気づいたら、たとえ避難勧告や警報が出されてい
なくても自主避難を検討してください。もちろん、勧
告があれば素直に従いましょう。
　勧告が出されても100回中99回は空振りに終わる
かもしれません。ただ、集中豪雨は身に危険を感じ
てから逃げたのでは遅いのです。異変を感じたらすぐ
行動できるよう、普段からの対策が命を守ることに
つながります。

● 問い合わせ 県危機対策課  TEL 076（225）1482

土砂災害が発生する際の主な前触れ

河川の流水の異常なにごり。
腐った土のにおい

流木が発生し、渓流内を
石が転がる音がする

山鳴りや地鳴り、
河川の水位が急激に低下する

山肌からの湧水量の増加 小石がぱらぱらと
落下し、湧き水がにごる

小石がぼろぼろ落下し、
亀裂が走る

山肌からの湧水量が増加。
井戸水がにごる

地面に亀裂が走る 山鳴り、地鳴り

注意！

土石流流

がけ崩れれ

地すべりり

県災害危機管理
アドバイザー
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特集：より安全・安心に暮らせる石川へ

危険ドラッグは、麻薬や大麻、覚せい剤などの違法薬物の化学構造に似
せて作られた薬物をハーブなどに混ぜたもので、麻薬などと同じような

幻覚や興奮作用があります。似た化学構造の薬物同士は、強さが多少異なって
も同様の作用が見込まれます。危険ドラッグはそれを利用し、化学構造を少し
だけ変えて、法の規制を逃れようとしているのです。

とんでもありません。危険ドラッグは、どんな毒性があるかもよく調
べずに販売する非常に無責任なものです。しかも、医薬品と違って

どんな場所や工程で作られているかも分からず、不純物として毒物が混ざっ
ている可能性も否定できません。薬物自体の危険性に加え、製造の管理や
責任が見えない点からも恐ろしく危険なのです。医薬品の開発では、効果
が高く副作用の少ないものを得るために、候補となる物質を数多く合成し、
何度も実験を重ねます。その結果、医薬品として使えるものは3万個のうち
たった1個と言われています。それだけ安全な薬を開発するのは難しいので
す。副作用のことを全く考えずに製造される危険ドラッグは、麻薬や覚せい
剤以上の危険をはらんでいると言えるでしょう。

危険ドラッグとは
どのようなものですか。

麻薬などに比べ、危険ドラッグ
は毒性が低いのですか。

たった一度の使用で命を脅かす
危険も考えられるのでしょうか。

A.

A.

その通りです。山で見つけたキノコを調べもせずに口にするようなもので
す。もしかしたら、それは、たった一口で命取りになる猛毒かもしれませ

ん。危険ドラッグは、ハーブやアロマオイルなどとして若者受けするようなデザイ
ンで販売されているものも多く、抵抗感なく手を出しやすくなっています。また、
「ドラッグ」という言葉の響きにかっこよさを感じるかもしれません。しかし、「1回
だけ」の興味本位が後戻りできない深刻な事態を招くおそれがあります。大変危
険なものですので絶対にかかわらないでください。

A.

Q.

Q.

Q.

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
関
す
る
Q
＆
A

”た
っ
た
１
回
“が
命
取
り

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
以
上
の
毒
性
も

国
く に し ま
嶋崇

む ね た か
隆さん

金 沢 大 学
薬学系教授

ハーブやアロマなどとして販売されている危険ドラッグの一例

今年、大きな社会問題となった
「危険ドラッグ」。その中身と

危険性を、

金沢大学薬学系教授の国嶋崇
隆さんに教えてもらいました

。
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法
の
網
か
い
く
ぐ
る

”い
た
ち
ご
っ
こ
“防
ぐ

　

国
で
は
、
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
以

外
に
も
所
持
や
使
用
、
販
売
な
ど

を
禁
止
す
る
薬
物
を
１
４
０
０
種

類
以
上
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
中
に
は
、
こ

れ
ら
禁
止
薬
物
を
含
ん
で
い
た

り
、
化
学
構
造
を
少
し
変
え
る
こ

と
で
危
険
な
作
用
を
持
っ
て
い
た

り
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
の

網
を
く
ぐ
り
抜
け
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
薬
事
法
に
基
づ
き
、

国
も
危
険
な
薬
物
の
指
定
を
順
次

進
め
て
い
ま
す
が
、
手
続
き
に
は

３
カ
月
近
く
か
か
り
、
指
定
さ
れ

て
も
そ
の
化
学
構
造
を
一
部
変
更

し
て
販
売
さ
れ

る
”い
た
ち
ご
っ

こ
“が
続
い
て
い

ま
す
。

　

県
で
は
今
年

10
月
、
薬
事
法

を
越
え
る
規
制

で
県
民
の
健
康

や
安
全
を
守
る

た
め
、「
薬
物
の

濫ら
ん
よ
う用

の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

条
例
は
、
ハ
ー
ブ

や
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
な
ど
の
名
目
で
販
売
さ
れ
て
い

る
商
品
の
中
で
、
体
内
に
摂
取
す

る
こ
と
で
健
康
被
害
を
及
ぼ
す
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
を
「
知
事

指
定
薬
物
（
上
記
に
解
説
）」
に
指

定
し
、製
造
、販
売
、所
持
な
ど
を

禁
止
し
ま
す
。
製
造
、
販
売
な
ど

の
中
止
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は

重
い
罰
則
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
被
害
を
及
ぼ
す
こ

と
が
疑
わ
れ
る
も
の
も
、
２
週
間

ほ
ど
の
短
期
間
で
「
知
事
監
視
製

品
（
上
記
に
解
説
）」
と
し
て
指
定

で
き
ま
す
。
取
り
扱
う
際
は
販
売

者
側
、
購
入
者
側
そ
れ
ぞ
れ
に
規

制
が
あ
り
、
違
反
者
に
は
数
万
円

の
過
料
が
課
さ
れ
ま
す
。

県
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設

　

県
で
は
今
年
10
月
、
県
薬
事
衛

生
課
と
県
内
４
カ
所
の
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ

の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
窓
口
で

は
、「
製
造
工
場
や

販
売
店
が
あ
る
」な

ど
の
危
険
ド
ラ
ッ

グ
の
情
報
や
、「
家

族
が
使
用
し
て
い

る
」と
い
っ
た
使
用

者
と
そ
の
周
囲
の

方
々
の
相
談
な
ど

を
24
時
間
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
り
、大
学
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
や
県
薬
剤
師
会
と

連
携
し
て
薬
物
乱
用
防
止
教

育
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、県

民
へ
の
普
及
・
啓
発
活
動
に
も

力
を
注
ぎ
ま
す
。
県
警
と
協

力
し
、危
険
ド
ラ
ッ
グ
販
売
店

の
新
規
出
店
や
売
買
な
ど
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
も
強
化
し
て
い
ま

す
。

薬
物
乱
用
防
止
条
例
を
制
定

あ
や
し
い
商
品
を
い
ち
早
く
規
制

● 問い合わせ

県薬事衛生課  TEL 076（225）1442

危険
ドラッグ
対策ダメ。ゼッタイ君

薬物乱用防止マスコット

危険ドラッグや麻薬・覚せい剤の予防に向け、
普及・啓発活動に一層、力を注ぎます

危険ドラッグに関する情報提供・相談は

南加賀保健福祉センター

危険ドラッグ
専 用 電 話 076 (225)1122
（県薬事衛生課内）

0761(22)0794
石川中央保健福祉センター 076 (275)2253
能登中部保健福祉センター 0767 (53)2482
能登北部保健福祉センター 0768(22)2011

[  知事指定薬物と知事監視製品  ]
知事指定薬物は、動物実験のデータなどで体内に摂取す

ると健康被害が明らかとなっている物質を指定します。一

方、知事監視製品は、健康被害が疑われる段階で速やか

に指定するものです。医療機関からの被害報告や他の地

方自治体による規制状況、インターネットの情報をもとに

定めます。これらの指定に関しては、薬の専門家などで構

成する県薬物審査会の意見をもとに、知事が行います。法

律よりも迅速に幅広く規制を行って、県民の健康や安全を

守り、安心して暮らせる社会を目指していきます。
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「
か
が
や
き
」は
1
日
10
往
復

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本

か
ら
８
月
に
北
陸
新
幹
線
の
運

行
計
画
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
金
沢
―
長
野
間
の
開
業

日
が
、「
平
成
27
年
３
月
14
日
」

に
決
定
し
、
開
業
当
初
の
運
転

本
数
と
停
車
駅
も
決
ま
り
ま
し

た
。
金
沢
―
東
京
間
を
結
ぶ
速

達
タ
イ
プ
の
「
か
が
や
き
」
は

１
日
10
往
復
運
行
さ
れ
、
途
中

停
車
駅
は
富
山
、
長
野
、
大
宮
、

上
野
の
４
駅
（
上
野
は
一
部
通

過
）
と
な
り
、
最
も
速
い
列
車

で
は
、
２
時
間
28
分
で
金
沢
と

東
京
を
結
び
ま
す
。
現
行
よ
り

も
約
１
時
間
20
分
も
短
縮
さ

れ
、
石
川
と
首
都
圏
が
ぐ
っ
と

身
近
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
停
車
タ
イ
プ
の「
は

く
た
か
」
は
金
沢
―
東
京
間
を

14
往
復
、
金
沢
―
長
野
間
を
１

往
復
し
、金
沢
―
富
山
間
の
シ
ャ

ト
ル
タ
イ
プ
の
「
つ
る
ぎ
」
は

18
往
復
運
行
す
る
計
画
で
す
。

　

10
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
北
陸
新
幹
線
金
沢

開
業
時
の
運
賃
・
特
急
料
金
な
ど

に
つ
い
て
も
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
末
ま
で
は
新
型
車
両
W

７
系
な
ど
を
使
用
し
た
走
行
試

験
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
開
業

に
向
け
た
訓
練
運
転
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。
県
庁
を
は
じ

め
、
県
内
各
地
に
開
業
ま
で
の

日
数
を
刻
む
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ボ
ー
ド
を
設
置
し
、
首
都
圏
で

は
誘
客
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
う
な
ど
、
待
ち
に
待
っ
た
北

陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
に
向
け

て
、
準
備
を
着
々
と
進
め
て
い

ま
す
。

TOPICS

1

▲県庁やJR金沢駅などにカウントダウンボー
　トを設置。開業への気運が高まっています

◀ 走行試験中のW7系

金沢
新高岡

小松

七尾和倉温泉

穴水

上田 軽井沢 安中榛名
あんなかはるな

本庄早稲田
熊谷

佐久平
加賀温泉

芦原温泉
福井

南越（仮称）

敦賀

糸魚川 上越妙高

富山

黒部
宇奈月温泉

東京

飯山

長野

高崎

大宮
上野

運転本数
かがやき 【金沢―東京（速達タイプ）】 10往復/日
はくたか 【金沢―東京（停車タイプ）】 14往復/日
　　　　 【金沢―長野（停車タイプ）】    1往復/日
つるぎ　 【金沢―富山（シャトルタイプ）】 18往復/日
あさま 【長野―東京（現長野新幹線タイプ）】16往復/日

運賃・料金（金沢―東京間、片道）
普通車自由席　1万3600円　普通車指定席　1万4120円
グリーン車　　1万8750円　グランクラス　2万6970円

かがやき

はくたか

つるぎ
あさま

東
京

上
野

大
宮

熊
谷

本
庄
早
稲
田

高
崎

安
中
榛
名

軽
井
沢

佐
久
平

上
田

長
野

上
越
妙
高

糸
魚
川

黒
部
宇
奈
月
温
泉

富
山

新
高
岡

金
沢

飯
山

一部通過
停車

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業

平
成
２７
年
３
月
１４
日
に
決
定

金
沢
―
東
京
最
速
２
時
間
28
分

提供：(独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構

既開業区間
平成27年3月14日開業区間
平成37年度開業予定区間

金沢からは特急や観光列車で

　金沢開業に伴い、新たに金沢―
和倉温泉間で特急「能登かがり
火」と観光列車「花嫁のれん」、七
尾―穴水間で観光列車「のと里山
里海号」、金沢―福井間で特急「ダ
イナスター」が運行されます。

のと里山里海号のと里山里海号
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▲修復作業の様子

▲現在の県立美術館広坂別館

「
県
文
化
財
保
存
修
復
工
房
」が

  

県
立
美
術
館
広
坂
別
館
へ
移
転

平
成
28
年
春
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

高
ま
る
需
要
に
対
応

漆
工
芸
修
復
な
ど
に
力

　

平
成
28
年
春
、「
県
文
化
財

保
存
修
復
工
房
」
が
、
現
在
の

県
庁
出
羽
町
分
室
か
ら
県
立
美

術
館
広
坂
別
館
に
移
転
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
地
方
自
治
体
で
唯
一
、
石

川
県
だ
け
が
設
置
し
て
い
る
修

復
工
房
で
は
、
新
装
を
機
に
、

そ
の
機
能
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
計
画
で
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
高
ま
る

全
国
か
ら
の
需
要
に
対
応
し
た

設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。
修
復

工
房
で
は
現
在
、
修
復
依
頼
が

開
設
当
初
の
約
５
倍
に
増
え
、

中
に
は
、
国
宝
・
瑞ず
い

龍
り
ゅ
う

寺じ

（
高

岡
市
）の
天
井
絵
な
ど
、
わ
が

国
が
誇
る
貴
重
な
文
化
財
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
新
た
に
漆
工
芸
品

修
復
室
を
つ
く
り
、
蒔ま
き

絵え

や

沈ち
ん

金き
ん

な
ど
の
損
傷
に
も
対
応
し

ま
す
。
加
え
て
、
大
型
の
ふ
す

ま
や
屏び
ょ
う
ぶ風

の
修
復
作
業
も
行
え

る
表
具
修
復
室
も
設
け
る
計
画

で
、
全
国
か
ら
の
よ
り
幅
広
い

要
望
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

全
国
で
初
め
て

常
時
公
開
エ
リ
ア
設
置

　

ま
た
、
積
極
的
な
情
報
発
信

に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。
工
房
内

に
は
、
ガ
ラ
ス
窓
越
し
に
修
復

作
業
の
様
子
を
見
学
で
き
る

公
開
エ
リ
ア
と
、
修
復
前
後
の

対
比
や
そ
の
過
程
を
映
像
な
ど

で
紹
介
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
室
を

設
置
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も

全
国
初
の
試
み
で
、
開
か
れ
た

工
房
と
し
て
、
訪
れ
た
人
に
石

川
県
の
伝
統
工
芸
や
歴
史
文
化

の
奥
深
さ
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。

TOPICS

2

至広坂↓

兼六園方面

外観イメージ

県立美術館
広坂別館

出羽町分室

平成28年春  移転

修復工房は、文化財の
保存修復と調査研究を
目的に設置されまし
た。修復時は損傷状態
を科学的に調べ、伝統
的な技術を用いて文化
財の良好な保存を図り
ます。加えて、修復技
術者の育成にも取り組
んでいます。

修復工房は
こんなところ

県立美術館 県立歴史博物館

藩老本多蔵品館

● 問い合わせ

県文化振興課
TEL 076（225）1371

大正時代に建てられた旧陸軍第九師団長官
舎部分を残したり、隣の県立美術館と同じ銅
板ぶきの屋根としたりするなど、周囲の景観と
調和した緑の中の工房をイメージ
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弁
当
忘
れ
て
も

〝
防
災
〞忘
れ
る
な

　

冬
場
は
、曇
り
の
日
が
多
く
、雨
や
雪
が
よ
く
降
る
石
川
県
。
外
出
の
際
、「
弁
当
忘
れ
て
も

傘
忘
れ
る
な
」を
ふ
っ
と
思
い
出
す
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

石
川
県
の
年
間
降
水
量
は
約
２
８
０
０
ミ
リ
で
、
東
京
や
京
都
の
ほ
ぼ
２
倍
。
そ
ん
な
数
字

を
聞
く
と
、「
湿
っ
ぽ
く
て
嫌
だ
な
」と
つ
い
つ
い
思
い
が
ち
で
す
が
、豊
か
な
雨
や
雪
解
け
水
が

「
こ
れ
っ
て
本
当
に
水
道
水
！
」
と
県
外
客
を
驚
か
せ
る
飲
料
水
に
な
り
、
石
川
自
慢
の
農
産

物
を
育は

ぐ
く

み
、食
品
や
菓
子
、日
本
酒
づ
く
り
な
ど
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、漆
器
や
金

箔
、友
禅
な
ど
も
、湿
潤
な
気
候
抜
き
に
は
こ
れ
ほ
ど
発
達
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

雨
の
多
い
地
方
の
中
で
も
、台
風
で
毎
年
の
よ
う
に
風
水
害
や
土
砂
崩
れ
が
起
き
る
九
州
や

四
国
な
ど
に
比
べ
、石
川
県
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
土
地
で
す
。
し
か
し
、近
年
、予
測
が
な
か

な
か
難
し
い
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
急
増
し
て
い
る
の
で
油
断
は
禁
物
。

　
今
か
ら
10
年
前
、実
家
の
あ
る
兵
庫
県
西
脇
市
が
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、濁
流
が
市
街
地
を
飲
み

込
み
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
を
す
る
高
齢
の
母
に
連
絡
を
入
れ
て
も
電
話
は
不
通
。
翌
日
の
昼
に
なっ

て
無
事
と
分
か
り
、
安
心
し
ま
し
た
が
、
流
れ
込
ん
だ
泥
水
は
家
の
１
階
の
高
さ
の
半
分
に
ま
で
達
し
、

一
晩
中
、「
ご
ーっ
」と
い
う
不
気
味
な
音
が
闇や

み

に
響
い
て
、母
は
生
き
た
心
地
が
し
な
かった
そ
う
で
す
。

　

警
戒
を
呼
び
か
け
る
広
報
車
に
気
づ
い
た
母
は
、「
土
砂
降
り
の
雨
の
中
を
、自
分
の
足
で
避

難
所
ま
で
歩
く
の
は
難
し
い
」と
家
に
残
り
、
用
心
し
て
２
階
に
上
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
避

難
の
途
中
に
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
高
齢
者
も
い
た
だ
け
に
、
と
っ
さ
の
判
断
が
生
死
を
分
け

た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、普
段
か
ら〝
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
〞と
い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
が
肝
心
で
す
。
前
も
っ
て
避
難
所
や
避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し
、
体
力
を
過
信
せ
ず
冷
静

に
行
動
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、家
で
は
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
非
常
用
品

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
弁
当
忘
れ
て
も〝
防
災
〞忘
れ
る
な
」。
暮
ら
し
と
地
域
の
安
全
・
安
心
を
よ
り
高
め
る
た

め
の
、石
川
の
新
し
い
合
言
葉
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

smile 石川のボランティア

（能美市）
山ぼうしの会

　

使
用
済
み
切
手
や
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め
、

世
界
的
な
活
動
支
援
の
輪
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
の
が
、
能
美
市
の
市
民
有
志
で
結
成
す

る
「
山
ぼ
う
し
の
会
」
で
す
。
切
手
類
は
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ジ
ョ
イ
セ
フ
」
や
神
戸
市

の
「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部
」
を
通

し
て
収
集
家
な
ど
に
販
売
さ
れ
、
そ
の
収
益

は
発
展
途
上
国
の
衛
生
環
境
の
整
備
や
障
が

い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
活
動
に
使
わ

れ
ま
す
。
一
方
、
ベ
ル
マ
ー
ク
は
ベ
ル
マ
ー
ク

教
育
財
団
に
送
付
し
、
学
校
の
教
育
環
境
の

充
実
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
小
中
学
校
や
図
書
館
、
企
業

な
ど
市
内
17
カ
所
に
専
用
の
収
集
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
。
毎
月
１
回
、
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ

て
整
理
し
、
団
体
に
送
る
と
い
う
活
動
を
平

成
11
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。「
気
軽
に
で

き
る
活
動
で
す
が
、
積
み
重
な
れ
ば
海
を
越

え
て
力
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
話

す
の
は
代
表
の
廣ひ
ろ
お
か
け
い
こ

岡
桂
子
さ
ん
。
切
手
類
だ

け
で
年
間
約
20
キ
ロ
も
寄
せ
ら
れ
る
そ
う
で
、

同
会
で
は
、
市
民
の
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

古
切
手
や
ベ
ル
マ
ー
ク
を

収
集
し
、
活
動
支
援

小
さ
な
一
歩
が
世
界
へ
広
が
る

●問い合わせ

山ぼうしの会
代表  廣岡 桂子
TEL 0761(51) 6020（能美市社会福祉協議会）

小学校の授業でボランティア活動を紹介しており、児童が福祉体験に
訪れることもあります

メンバーは現在15人。楽しくおしゃべりしながら活動に
取り組んでいます
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家
族
の
温
も
り
を
描
く

 

『
ま
れ
』
は
、
能
登
に
移
り
住

ん
だ
ヒ
ロ
イ
ン
が
、
家
族
の
支

え
や
地
元
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
パ
テ
ィ
シ
エ

と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
成
長
し

て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　

10
月
か
ら
は
能
登
で
の
撮
影
も

本
格
化
し
、
ヒ
ロ
イ
ン
と
自
分
自

身
の
共
通
点
を
感
じ
な
が
ら
演
じ

て
い
ま
す
。
特
に
、
そ
う
思
う
の

は
、
家
族
を
と
っ
て
も
大
切
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
作
品
の
中

で
は
、
夢
追
い
人
の
父
に
反
発
し

な
が
ら
も
仲
良
く
能
登
で
暮
ら
す

家
族
の
団
ら
ん
や
絆
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
登
場
す
る

ス
イ
ー
ツ
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

七
尾
市
出
身
の
パ
テ
ィ
シ
エ

辻つ
じ
ぐ
ち
ひ
ろ
の
ぶ

口
博
啓
さ
ん
が
製
菓
指
導
を

行
っ
た
ケ
ー
キ
は
、
と
て
も
キ

ラ
キ
ラ
し
て
い
て
、
見
る
人
に

笑
顔
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。

景
色
も
光
り
も

や
わ
ら
か
い

　

ふ
る
さ
と
の
大
切
さ
を
描
く

点
も
、
ド
ラ
マ
の
重
要
な
テ
ー

マ
の
一
つ
で
す
。

　

実
際
、
希
ち
ゃ
ん
の
育
っ
た

輪
島
市
を
訪
れ
た
と
き
、
景
色

や
光
り
の
や
わ
ら
か
さ
に
心
を

奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も

自
然
の
豊
か
な
場
所
は
い
ろ
い

ろ
と
足
を
運
び
ま
し
た
が
、
能

登
の
よ
う
な
光
景
は
目
に
し
た

こ
と
が
な
く
、
こ
こ
に
も
石
川

県
の
自
然
や
人
の
温
か
さ
が
表

れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
希
ち
ゃ
ん
の
ふ
る
さ
と

の
魅
力
を
、
画
面
を
通
し
て
全

国
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
伝
え

ら
れ
る
よ
う
、『
ま
れ
』を
や
さ
し

い
朝
日
の
よ
う
な
作
品
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

朝
市
へ
行
っ
て
み
た
い

　

能
登
で
の
撮
影
期
間
中
に
、

ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
場
所
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
朝
市
で
す
。

　

能
登
の
人
た
ち
が
、
ど
ん
な

言
葉
や
温
か
さ
で
訪
れ
た
人
を

迎
え
て
い
る
の
か
、
た
く
さ

ん
の
人
情
に
ふ
れ
て
み
た
い
ん

で
す
。
そ
し
て
、
全
身
で
感
じ

て
、「
私
も
能
登
の
人
に
な
り
た

い
！
」
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
で
、

能
登
の
幸
も
興
味
津
々
で
す
。

先
日
、
能
登
丼
を
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
器
に
盛
り
だ
く

さ
ん
の
魚
貝
は
本
当
に
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

さ
ら
に
、
石
川
県
は
伝
統
工

芸
も
魅
力
的
で
す
。
来
年
は
私

も
い
よ
い
よ
成
人
式
。
輪
島
塗

や
加
賀
友
禅
の
小
物
を
身
に
つ

け
て
出
席
し
た
い
と
、
今
か
ら

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

土屋 太鳳さん
つちや・たお　1995年2月、東京都出身。2005年にスーパー・
ヒロイン・オーディションMISS PHOENIX審査員特別賞を受賞。
2008年公開の『トウキョウソナタ』で映画デビューを果たし、その
後、テレビドラマや映画など数々の作品に出演。2010年のNHK大
河ドラマ『龍馬伝』で主人公の姉・坂本乙女の少女期を演じ、14年
のNHK連続テレビ小説『花子とアン』ではヒロインの妹・安東もも
役で注目された。

能登の魅力伝わる
朝日のような作品に

今年10月、輪島市で行った撮影の様子

来年３月30日スタートのＮＨＫ連続テレビ小
説『まれ』は、能登が舞台です。ヒロインの
津
つ む ら

村希
まれ

役を務める土屋太鳳さんに、見どころ
や能登の印象を聞きました。

インタビュー

女優
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珠洲道路

のと里山
海道

千枚田
ポケットパーク

能登空港 IC

のと里山空港

穴水IC

穴水駅

　

輪
島
市
の
中
心
か
ら
車
で
10
分
、

世
界
農
業
遺
産
・
能
登
の
里
山
里
海

を
象
徴
す
る
白
米
の
千
枚
田
に
面

し
て
立
つ
道
の
駅「
千
枚
田
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
」
は
、
昨
年
11
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

駅
に
は
、海
藻
や
干
物
、い
し
り
、

地
元
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
、
里
山
里

海
の
幸
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
、実
り
の
秋
を
迎
え
た
今
は
、千
枚

田
や
地
元
の
棚
田
で
栽
培
し
た
お

米
が
お
す
す
め
で
す
。
は
ざ
干
し
す

る
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
農
法
で
作
っ

た
米
は
味
わ
い
深
い
と
評
判
。
物
産

コ
ー
ナ
ー
で
は
新
米
を
販
売
し
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
お
に
ぎ
り
な
ど
で

手
軽
に
そ
の
味
覚
を
楽
し
め
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
た
い
や
き

な
ど
の
ホ
ッ
ト
な
グ
ル
メ
も
い
ろ

い
ろ
。輪
島
塗
な
ど
の
工
芸
品
も
あ

り
、能
登
ド
ラ
イ
ブ
の
際
に
ぜ
ひ
立

ち
寄
っ
て
ほ
し
い
道
の
駅
で
す
。

人気商品を紹介します

DATA

道の駅
千枚田

ポケットパーク

千枚田ポケットパーク
輪島市白米町ハ部99-5
TEL 0768（34） 1567
ホームページ  www.senmaida-monogatari.com/
 営 午前8:30～午後5:30
　　（3/15までは～午後8：00ごろまで）
 休  無休

駅内には物販コーナーやレストランがあり、海に臨む
屋外にも席が用意してあります

　千枚田では、3月15日まで2万1000個のLED
「ペットボタル」で彩る「あぜのきらめき」を開催して
います。ペットボタルは太陽光を蓄電し、ろうそくの
ようにゆらめきながらともる特注品で、ピンクと黄
金色に交互に変わりながら照らします。イベント期
間中は、道の駅も午後8時ごろまで延長営業を実
施し、ペットボタルも限定販売しています。千枚田
でロマンチックな夜をお過ごしください。

“あぜのきらめき”

（輪島市）

道の駅スタッフ
出
でぐち

口 彌
やすけ

祐さん
棚田米（1kg） 1080円

海産物（天然めかぶ520円、岩もずく500円など）

おにぎりセット500円

リニューアルオープンから1年

白
し ろ よ ね

米千枚田に臨む駅で
里山里海の幸を堪能

海産物

気商品を紹

かぶ520円 岩もずく500円な

おにぎりセ ト500円

昼

夜

3月15日まで開催

道の駅ならではの
グルメがいっぱい
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金沢市大野町4丁目甲2番29
TEL076（266）1311
　
● 開館時間／午前9：00～午後5：00
● 休館日／水曜（祝日の場合は翌日）
● 入館料／大人300円、小中高生200円
　 www.ohno-karakuri.jp

好
奇
心
を
く
す
ぐ
る

か
ら
く
り
が
い
っ
ぱ
い

　

奇
妙
キ
テ
レ
ツ
な
か
ら
く
り
の
世
界
を
テ
ー
マ
に
し
た
全
国

で
も
数
少
な
い
施
設
が
、「
石
川
県
金
沢
港
大
野
か
ら
く
り
記
念

館
」
で
す
。
江
戸
時
代
末
期
、
金
沢
市
大
野
町
に
住
ん
だ
か
ら

く
り
師
、
大
野
弁
吉
が
手
が
け
た
技
術
を
中
心
に
、
多
種
多
様

な
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。　

そ
の
中
に
は
、
実
際
に
手
に
触

れ
ら
れ
る
か
ら
く
り
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
美
し
い
娘
か
ら
一
瞬

で
口
が
裂
け
た
恐
ろ
し
い
鬼
の
形

相
に
変
わ
る
人
形
や
、
弁
吉
の
残

し
た
製
作
図
を
も
と
に
作
っ
た
エ

レ
キ
テ
ル
、
脳
と
感
覚
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
な
る
木
製
パ
ズ
ル
な
ど
、
多

種
多
様
な
か
ら
く
り
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。
茶
運
び
人
形
な
ど
、
館

内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
か

ら
く
り
の
実
演
も
あ
り
、
当
時
の

人
た
ち
の
技
術
力
の
高
さ
を
、
間

近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
木
製
の
お
も
ち
ゃ
な

ど
で
遊
べ
る
子
ど
も
か
ら
く
り
体

験
棟
で
は
毎
月
２
回
、
小
学
生
が
親

子
で
参
加
す
る
も
の
づ
く
り
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
か
ら
く
り
の
お

も
ち
ゃ
を
工
作
す
る
だ
け
で
な
く
、

金
箔
貼
り
や
和
菓
子
・
加
賀
み
そ
作

り
な
ど
、
金
沢
の
伝
統
工
芸
・
文
化

を
体
感
で
き
る
企
画
も
い
ろ
い
ろ
。

大
人
も
子
ど
も
も
夢
中
に
な
れ
る
体

験
型
の
記
念
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大野からくり
記念館

いきいき魚市金石町小

大野郵便局 金 沢 港

至石川県庁・金沢駅↓

交通アクセス

大野弁吉は、江戸時代を代表するからくり師で、20歳のころに長崎で
理化学や医学、天文、写真、航海学などを習得し、30歳のとき、中村屋
うたの婿となり、大野へと移り住みました。日本で最も古い湿
板式写真機をはじめ、万歩計やライター、望遠鏡などを数多
く開発しました。弟子には金沢製糸場を開いた津田吉之助な
ど明治期に活躍した人が少なくなく、弁吉は石川のもの
づくり技術の礎を築いた一人と言えます。

多彩な才能見せたからくり名人

“ふるさと”お宝キーワード 大
お お

野
の

弁
べ ん

吉
き ち

▼ 多彩なからくりに触れられます ▼ 茶運び人形などの実演もあります

▼ きれいな娘の顔が瞬時に鬼の形相に

▼ 木と障子紙を使った特徴的な外観

石川県金沢港
大野からくり記念館館長

小
こ

森
も り

  勇
いさむ

さん
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環境保護のため、大豆インクを使用しています。紙は資源です。リサイクルしましょう。
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石
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w
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.pref.ishikaw

a.lg.jp/

県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税

I n f o r m a t i o n

● 問い合わせ

石川の四季観光キャンペーン実行委員会（県観光振興課内）
TEL 076（225）1542　　ホームページ   www.hot-ishikawa.jp/shiki

※当日の天候により、内容が一部変更・中止になる場合があります。

̶ 紅葉と雪づりがみどころ ̶

11月21日金～30日日
各日午後5:30～午後9:00

金沢城・兼六園ライトアップ  ～秋の段Ⅱ～
　11月21～30日の10日間、金沢城公園と兼
六園のライトアップイベントを実施します。金
沢城公園では河北門や菱

ひし

櫓
やぐら

、五十間長屋など
を照らし、兼六園では徽

こと

軫
じ

灯
とう

籠
ろう

や内橋亭、噴
水などを約200基の仮設照明で彩ります。昼
間とは異なる幻想的な園内の散策は、カップ
ルやご夫婦などにおすすめです。
　ライトアップ期間中は、加賀友禅絵付け体
験コーナー（参加費無料）や七尾市出身のパ
ティシエ辻

つじ

口
ぐち

博
ひろ

啓
のぶ

さんプロデュースの特別メ
ニューを提供するおもてなしカフェも登場。兼
六園内にある兼六園観光協会茶店の3店舗で
は、秋のライトアップ特別料理プランを堪能で
きます。詳細は、石川の四季観光キャンペーン
実行委員会ホームページをご覧ください。


